
「希少糖」の生産技術の開発研究や販売を行う研究所。
バイオ技術を用いた研究では、過疎地域となっている小蓑地区の60代～
80代のシニアが主に活躍。
柔軟な勤務形態はもちろん、メンバーの誕生日には皆でお祝いをする等、
高齢者が無理なく、かつ、やりがいをもって働ける環境がつくり出されている
。研究所を舞台に、高校生が「希少糖」研究の成果を競うイベントも開
催され、過疎地を盛り上げる施策にも繋がっている。

＜評価ポイント＞
●地元で生活する60歳～80歳の方を積極的に雇用し、やりがいを
もって働ける場所を作っている点

●農業などの本業との兼業も出来るよう柔軟なシフトを作り働くことを
応援している点

⇒詳細はこちら
http://www.recruitjobs.co.jp/furusato/2017/entry01.html

株式会社希少糖生産技術研究所 様（香川県木田郡）
◆過疎地の廃校を利用した研究所で、シニアが白衣で培養に取り組む

政府後援！地方創生の取組みを支援する「ふるさと名品オブ・ザ・イヤー」

「主婦やシニアの方の活躍創出」部門賞の3名品決定！

＜ヒト部門＞香川県/廃校で、80代シニアが培養する『希少糖の木』

＜モノ部門＞福岡県/『おしゃれかりんとう』で笑顔あふれる地域へ

＜コト部門＞宮城県/『高級イチゴのIT化』が、地域復興の起爆剤

2018年2月2日

株式会社リクルートジョブズ（本社：東京都中央区、代表取締役社長：柳川昌紀、以下 リクルートジョブズ）は、『iction!
プロジェクト』の取組みの一環として、「2017年度 ふるさと名品オブ・ザ・イヤー」（運営:ふるさと名品オブ・ザ・イヤー実行委員
会）に協賛しています。
この度、リクルートジョブズが設置する「主婦やシニアの方の活躍創出部門」において、部門賞（ヒト部門・モノ部門・コト部

門）が決定しましたので、お知らせいたします。今後は、2月16日に各部門より「地方創生賞」としてそれぞれ3つの名品が選出さ
れ、3月29日には各部門より「地方創生大賞」が決定します。

※内閣府、農林水産省、経済産業省後援

地域に眠る名品やそれに関わる人材など、地方創生を担う働き手を確保するには、働きたいという意思を持ちながらも働けてい
ない主婦やシニアなどが働きやすい環境を作っていくことが重要になります。リクルートジョブズでは、「シフトや業務を細分化した短
時間勤務の実現」「柔軟な働き方を可能にするユニークな制度」等、主婦やシニアの多様な働き方を実現する環境の創出や、
地方創生に向けた様々なチャレンジを応援します。選出企業の取組みについて、自社サイト等を通じて紹介、より多くの方に
知っていただくことで人手不足解消の一助になるとともに、多種多様な働き方の実現に貢献していきたいと考えています。

「主婦やシニアの方の活躍創出」部門 部門賞に選ばれた企業のご紹介

※

部門賞＜ヒト部門 ＞

http://www.recruitjobs.co.jp/furusato/2017/entry01.html


農業生産法人 株式会社GRA様（宮城県亘理郡）
◆高級イチゴ栽培で故郷の復興支える、基幹産業の発展に貢献

「食べる宝石」と言われる1粒1,000円の高級ブランドイチゴ『MIGAKI-
ICHIGO（ミガキイチゴ）』や、 『MIGAKI-ICHIGO（ミガキイチゴ）』
100％原材料のスパークリングワイン『ミガキイチゴ・ムスー』などを製造・
販売する農業生産法人。

東京でIT関連企業を経営していた代表の岩佐さんは、東日本大震災
発生直後の2011年7月に、地元・山元町の基幹産業であるイチゴ栽
培を復活させるべく、GRAを創業。自力での再起が困難な元イチゴ農
家のシニアを積極的に雇用したり、働く意欲を持つ主婦が家事と両立で
きるよう、柔軟な勤務条件でパートとして雇用。山元町の多世代の人
材が職を得て、自力で経済をまわすことを目標に地元の復興・発展に努
めている。

『IGAKI-ICHIGO』は、2013年にグッドデザイン賞を受賞。イチゴのス
パークリングワイン『ミガキイチゴ・ムスー』はパーティーの手土産などに重宝
され、一躍人気となった大ヒット商品に。

＜評価ポイント＞
●震災のため自力で再起するのが困難だった元イチゴ農家のシニアを
積極的に雇用している点

●イチゴの栽培を、IT化によってシニアや主婦が働きやすくしている点

⇒詳細はこちら
http://recruitjobs.co.jp/furusato/2017/entry05.html

1粒1,000円の
ブランドイチゴ
『ミガキイチゴ』

イチゴのスパークリング
『ミガキイチゴ・ムスー』

部門賞＜コト部門 ＞

株式会社しんこう様（福岡県北九州市）
◆目の前でお菓子をつくる製造直販への参入で、お客様の笑顔を直接体験

1954年に創業。かりんとうの製造販売を皮切りに、せんべいや焼
き菓子等の製造販売を行う。「おいしさで笑顔をつくる」を企業理
念に2009年に製造直販を開始。

地元の素材を生かした、かりんとうは創業時の味に加え、いちごや
藻塩といった変わり種まで約20種類に広がる。子どもたちに工場
見学に来てもらったり、お菓子作り教室も備える「北九州スイーツ
ビレッジ」も構想している。

＜評価ポイント＞
●雇用形態を超えて意見やアイディアを出し合える機会を創出
している点

●個々の状況に合わせた柔軟なシフトで働ける点

⇒詳細はこちら
http://www.recruitjobs.co.jp/furusato/2017/entry0
9.html

部門賞＜モノ部門 ＞

http://recruitjobs.co.jp/furusato/2017/entry05.html
http://www.recruitjobs.co.jp/furusato/2017/entry09.html


リクルートジョブズについて

私たちは、「シゴトとヒトが良い関係で、一人ひとりの未来につながっていく社会」の実現を目指しています。 「目指したい社

会」「社会との約束」「自分たちへの約束」を総称して“JOBS ACTION”と制定し、『タウンワーク』『フロム・エー ナビ』始め、

女性の転職をサポートするサイト『とらばーゆ』や、日本最大級の派遣専門の総合サイト『リクナビ派遣』など、アルバイト、

パート、派遣から正社員まで、多種多様な雇用領域における人材採用に関する総合サービスを提供しています。

リクルートジョブズHP: http://www.recruitjobs.co.jp/

JOBS ACTION: http://www.recruitjobs.co.jp/jobsaction/

【本件に関するお問い合わせ先】
株式会社リクルートジョブズ 経営統括室 広報 福田

TEL: 03-6835-9596 E-mail: press_rjb@r.recruit.co.jp

※本ニュースに関して各社から重複して配信される場合がありますので、予めご了承下さい。

『iction!プロジェクト』について

私たちは、リクルートグループの推進する『iction！プロジェクト』は「子育てしながら働きやすい世の中を、共に創る」を目

指し、「はたらく育児」を応援していくプロジェクトです。本プロジェクトではこどもを持つ女性の声をもとに、3つの注力テーマ

を決定しました。

①妊娠・出産時に辞めなくてすむ ②育児と仕事の両立によるストレスを減らす ③無理なく始められる仕事をつくる

私たちはこのプロジェクトに賛同いただける行政、企業、NPO等の方々と共働しながら、働く意欲を持つ子育て世代の

就業の実現を目指します。

http://www.recruit.jp/company/csr/contribution/iction/

＜参考＞過去の受賞企業 2016年度「地方創生賞（ヒト部門）」受賞

矢沢加工所企業組合様（長野県塩尻市）

昨年度の「ふるさと名品オブ・ザ・イヤー」実行委員会にて構成される最終審査を経て、2017年3月にリクルートジョブズが設置
した「主婦やシニアの方の活躍創出部門」から矢沢加工所企業組合様が「地方創生賞（「ヒト」部門）」 を受賞されました。
「農家の女性の地位向上や自立」を志に、還暦を過ぎて起業した理事長・塩原輝子さん（73歳）の強い意志と行動力。
柔軟な勤務形態で子育て中主婦の雇用も創出、世代交代を見据えた後継者育成にも取り組まれている点が評価され
受賞となりました。

受賞の喜びコメント（一部抜粋）

「私たちがやってきたことは、作物に丁寧に手を入れ、
食卓に本物の味を届けること。
それが間違っていなかったと思えて本当にうれしいです。
今後、この事業をどう継承していくか、あらためてみんなで
考えていきたいと思います。」

「ふるさと名品オブ・ザ・イヤー」とは、政府（内閣府/農林水産省/経済産業省）後援のもと、民間の幹事企業及び団体が実行委員

会を組織・運営し、地域の将来を支える名品とその市場開拓を支援する表彰制度です。 「ヒト・モノ・コト」それぞれの表彰を通じて地

域のチャレンジをより多くの人に知ってもらい、地域の将来を支える名品とその国内・海外の市場開拓および“地域のファン化”を支援する

ことを目的としています。今回3回目の開催となる「2017年度 ふるさと名品オブ・ザ・イヤー」は、民間企業等24の団体・組織が集結。

各地域に眠る名品とそれを支えるストーリーや取組をそれぞれの視点で選出・表彰します。各部門賞は、部門提供者独自の視点に

立った様々な切り口で選出されるのが大きな特徴で、2018年3月31日までに33の部門賞と地方創生賞が発表される予定です。

詳細はこちら https://furusatomeihin.jp/index.php

「ふるさと名品オブ・ザ・イヤー」とは

2017年3月行われた「ふるさと名品オブ・ザ・イヤー」表彰式の様子

http://www.recruitjobs.co.jp/
http://www.recruitjobs.co.jp/jobsaction/
http://www.recruit.jp/company/csr/contribution/iction/
https://furusatomeihin.jp/index.php

